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主な内容 

各期成同盟会合同整備促進大会、 
羽越本線高速化シンポジウム…… 
募集します市の花、木、鳥 ………… 
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高
速
道
路
や
鳥
海
ダ
ム
な
ど
の

整
備
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
、
各
期

成
同
盟
会
の
合
同
整
備
促
進
大
会

が
六
月
三
十
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
国
・
県
関
係
者
や
議

員
、
本
市
と
に
か
ほ
市
な
ど
か
ら

約
三
百
五
十
人
が
参
加
。
各
期
成

同
盟
会
の
会
長
で
あ
る
柳
田
市
長

が
「
市
町
村
が
合
併
し
て
何
が
最

も
大
事
か
。
道
路
は
命
綱
で
あ
る
。

高
速
道
路
や
新
幹
線
が
あ
っ
て
こ

そ
、
真
に
住
み
や
す
い
地
域
と
な

る
。
鳥
海
ダ
ム
は
活
動
開
始
か
ら

二
十
年
に
な
る
が
、
工
事
事
務
所

へ
の
昇
格
も
達
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

今
後
も
ね
ば
り
強
く
運
動
を
展
開

し
、
国
・
県
の
な
お
一
層
の
ご
支

援
を
賜
り
た
い
」
と
、
地
域
の
熱

意
と
力
強
い
運
動
の
継
続
を
訴
え

ま
し
た
。
顧
問
で
あ
る
村
岡
兼
造

元
官
房
長
官
も
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
本
県
は
人
口
減
少
率
な
ど
を
は

じ
め
、
指
標
値
が
全
国
一
悪
い
と

さ
れ
る
。
こ
れ
以
上
の
格
差
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
同
盟
会
が

掲
げ
る
要
望
の
早
期
実
現
に
努
め
、

こ
の
地
域
の
社
会
資
本
の
整
備
が

大
き
く
前
進
す
る
こ
と
を
祈
念
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
を
伴
う
旅
行
。
ゆ
と
り
と
癒
や

し
の
時
間
を
提
供
で
き
れ
ば
」
な

ど
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
羽
越
線
の
利
用
を

　

ま
た
、
由
利
本
荘
青
年
会
議
所

の
菊
地
孝
一
理
事
長
は
「
国
か
ら
、

本
当
に
新
幹
線
が
ほ
し
い
の
な
ら
、

地
元
住
民
の
声
を
直
接
聞
か
せ
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
ず
は
羽
越
線
を
利
用
す

る
こ
と
。
全
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と

い
う
点
で
は
、
新
潟
か
ら
村
上
ま

で
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
秋

田
で
も
走
ら
せ
た
い
」
と
夢
を
語

り
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
秋
田
工
専
・
折
田
仁
典
教
授
は

「
羽
越
地
方
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
。
多
く
の
人
に
注
目
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
次
の
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
る
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
毎
年

各
地
区
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ

て
い
て
、
来
年
は
新
潟
地
区
が
会

場
と
な
る
予
定
で
す
。

題
」
と
題
し
た
基
調
講
演
に
続
き
、

由
利
本
荘
青
年
会
議
所
の
菊
地
孝

一
理
事
長
が
先
月
、
本
市
で
開
催

さ
れ
た
日
本
海
夕
陽
ラ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
紹
介
し
な
が
ら
、
高

速
交
通
体
系
の
重
要
性
と
日
本
海

沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
有
す
る
多

様
な
役
割
を
強
調
、
市
土
地
改
良

　

こ
の
後
、
国
土
交
通
省
東
北
地

方
整
備
局
・
山
屋
敏
英
地
方
事
業

評
価
管
理
官
に
よ
る
「
地
方
に
お

け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
状
と
話

区
連
絡
協
議
会
の
佐
々
木
紘
一
会

長
は
子
吉
川
渇
水
時
に
水
田
へ
海

水
が
さ
か
の
ぼ
る
被
害
状
況
を
語

り
、
水
資
源
の
確
保
と
鳥
海
ダ
ム

の
建
設
は
緊
急
課
題
で
あ
る
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
市
商
工
会
女

性
部
・
小
島
ひ
と
み
常
任
委
員
は

東
北
地
方
太
平
洋
側
や
北
陸
信
越

地
方
で
延
伸
の
進
む
新
幹
線
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
願
う
と
と
も

に
、
ミ
ニ
新
幹
線
、
ス
ー
パ
ー
特

急
な
ど
を
視
野
に
、
羽
越
本
線
の

高
速
化
に
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
道
路
や
河
川
、
鉄
道

整
備
の
促
進
に
向
け
た
決
議
文
を

読
み
上
げ
、
地
域
の
一
層
の
発
展

を
誓
っ
て
閉
会
。
各
期
成
同
盟
会

で
は
、
引
き
続
き
国
や
関
係
機
関

へ
の
要
望
活
動
を
通
じ
て
、
早
期

実
現
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

新
潟
市
長
が
「
日
本
海
側
の
政
令

指
定
都
市
を
目
指
し
、
市
町
村
合

併
が
成
就
。
水
田
面
積
、
収
穫
量

と
も
日
本
一
の
市
で
あ
り
、
新
し

い
タ
イ
プ
の
政
令
市
と
し
て
、
交

流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
、
鶴
岡
商
工
会
議
所
議
員

の
渡
會
智
さ
ん
は
「
観
光
は
、
人

と
土
地
、
そ
れ
を
結
ぶ
交
通
で
成

り
立
っ
て
い
る
。
鉄
道
は
懐
か
し

◆
主
な
決
議
内
容

【
道
路
関
係
】「
本
荘
Ｉ
Ｃ�
岩
城
Ｉ
Ｃ
間
」
や

「
仁
賀
保
本
荘
道
路
」
の
早
期
完
成
、「
象
潟

仁
賀
保
道
路
」
の
早
期
着
工
や
「
酒
田
市�
に

か
ほ
市
間
」
の
整
備
着
手
、
松
ケ
崎
地
区
へ
の

Ｉ
Ｃ
設
置
実
現
、
本
荘
大
曲
道
路
の
整
備
促
進

【
河
川
関
係
】
治
水
関
係
予
算
の
確
保
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
治
水
対
策
の
推
進
、
河

川
な
ど
の
環
境
整
備
の
充
実
、
鳥
海
ダ
ム
の
早

期
建
設
着
手

【
鉄
道
関
係
】
羽
越
本
線
の
線
形
改
良
・
複
線

化
に
よ
る
設
備
機
能
の
強
化
お
よ
び
新
車
両
の

導
入
の
推
進
に
よ
る
高
速
化
、
新
幹
線
直
通
運

転
化
の
早
期
実
現

▲
早
期
整
備
を
訴
え
る
意
見
発
表
に

　

深
く
う
な
ず
く
参
加
者

�
格
差
解
消
と
社
会
資
本
整
備
を�

各
期
成
同
盟
会
の
「
合
同
整
備
促
進
大
会
」
で
決
議

▼

沿
線
三
県
の
願
い
は
ひ
と
つ　
　

広報ゆりほんじょう ２

　

新
潟
、
庄
内
、
秋
田
の
各
地
区

同
盟
会
に
よ
る
羽
越
本
線
の
高
速

化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
七
月
四
日
、

ア
ク
ア
パ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
沿
線

の
関
係
者
な
ど
、
約
三
百
七
十
人

が
参
加
。
秋
田
地
区
の
会
長
で
あ

る
柳
田
市
長
が
「
羽
越
線
に
新
幹

線
が
走
れ
ば
、
日
本
は
ど
う
変
わ

れ
る
の
か
を
思
い
描
き
、
ぜ
ひ
と

も
必
要
な
整
備
と
し
て
高
速
化
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
新
潟
と
由

利
本
荘
は
鉄
道
で
三
時
間
十
分
か

か
り
、
あ
ま
り
に
遠
い
。
不
便
さ

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
の
が
現

実
。
高
速
化
へ
の
運
動
を
推
進
す

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

鉄
道
の
メ
リ
ッ
ト
強
調

　

基
調
講
演
で
は
「
鉄
道
が
地
域

に
及
ぼ
す
役
割
と
可
能
性
」
と
題

し
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
の
金
山
洋
一
・
調
査
課

総
括
課
長
補
佐
が
大
量
輸
送
や
時

間
的
価
値
、
定
住
促
進
な
ど
、
鉄

道
の
有
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
示
し
な

が
ら
、
高
速
化
に
よ
る
効
果
を
説

明
。「
に
ぎ
わ
い
の
再
生
や
交

流
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活

性
化
を
ね
ら
い
に
、
交
通
と
地
域

の
連
携
を
軸
と
し
た
都
市
開
発
を

進
め
る
べ
き
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
地
区
会
長
を
務
め
る
篠
田
昭
・

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
促
進
秋
田
県
南

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
促
進
秋
田
県
南

部
期
成
同
盟
会
／
羽
越
本
線
新
幹
線
直
通
促
進
秋

部
期
成
同
盟
会
／
羽
越
本
線
新
幹
線
直
通
促
進
秋

田
地
区
期
成
同
盟
会
／
鳥
海
ダ
ム
建
設
促
進
期
成

田
地
区
期
成
同
盟
会
／
鳥
海
ダ
ム
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
／
本
荘
由
利
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議
会

同
盟
会
／
本
荘
由
利
交
通
体
系
整
備
促
進
協
議
会

／
（
仮
称
）
松
ヶ
崎
亀
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設

／
（
仮
称
）
松
ヶ
崎
亀
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設

置
促
進
期
成
同
盟
会
／
子
吉
川
治
水
期
成
同
盟
会

置
促
進
期
成
同
盟
会
／
子
吉
川
治
水
期
成
同
盟
会

明るく住みよい地域づくりは、私たちの大きな願い　　　。

特に、道路・交通体系は、身近な暮らしを支える一番の基盤です。

道路、鉄道などの各期成同盟会による「合同整備促進大会」と、

新潟・山形・秋田３県の「羽越本線高速化シンポジウム」が

開催され、早期実現に向けた地元の強い願いを示しました。

市では、時代に即した社会資本の着実な整備を目指し、

引き続き、懸命な取り組みを重ねてまいります。



広報ゆりほんじょう５

　

由
利
地
域
振
興
局
と
本
市
お
よ
び
に
か

ほ
市
主
催
の
由
利
地
域
男
女
共
同
参
画
サ

マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
六
月
二
十

八
日
、
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
地
域
組
織
な
ど

に
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り
組
み
を
働

き
か
け
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
自

分
自
身
の
問
題
と
い
う
視
点
か
ら
男
女
共

同
参
画
を
考
え
、
県
民
の
間
で
着
実
に
促

進
し
よ
う
と
、
地
元
企
業
、
団
体
、
行
政

関
係
者
ら
約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
最
初
に
岩
手
大
学
教
育

学
部
助
教
授
の
新
妻
二
男
先
生
が
、「
自

藤
孝
子
さ
ん
は
「
男
女
が
い
き
い
き
働
け

る
職
場
づ
く
り
」
と
題
し
、「
男
女
が
共

に
い
き
い
き
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
と

は
、
性
別
に
よ
り
差
別
的
な
扱
い
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
個
人
と
し
て
の
能
力
を
発

揮
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い
る
職
場
」、

「
求
め
ら
れ
る
企
業
の
取
り
組
み
は
、
育

児
と
の
両
立
支
援
、
働
き
方
の
見
直
し
、

均
等
確
保
、
公
正
で
多
様
な
働
き
方
の
整

備
な
ど
が
あ
る
」
と
、
職
場
内
で
の
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
講
演
。
そ
し
て
、「
私

自
身
も
宮
城
か
ら
の
単
身
赴
任
で
あ
る
が
、

家
族
の
協
力
の
お
か
げ
で
や
っ
て
こ
ら
れ

た
。
家
族
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
家
庭
・
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
。
時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
「
昔
は
結
婚
後
も
夫
婦
ど
ち
ら
か

の
姓
で
は
な
く
、
別
姓
の
時
代
が
長
く
続

い
て
い
た
」「『
婿
養
子
』
は
あ
る
の
に

『
嫁
養
子
』
は
な
ぜ
な
い
の
か
？
」
な
ど
、

「
日
ご
ろ
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
こ
と
や
、
ま
た
思
い
こ
ま
さ
れ
て
き
た

固
定
観
念
を
打
ち
破
り
、
古
い
殻
か
ら
脱

皮
し
よ
う
」
と
、
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

続
く
、
秋
田
労
働
局
雇
用
均
等
室
長
加

と
話
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
地
域
振
興
局
、
市
、
地

域
で
活
動
す
る
個
人
や
団
体
な
ど
が
、
地

域
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
情
報
の

共
有
化
と
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
四
班
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
。

二
人
の
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
全
体
発
表
を
行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
も
十
〜
十
二
月
ご
ろ
に
由

利
地
域
男
女
共
同
参
画
ア
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
題
し
て
、
講
演
、
実
践
的

な
活
動
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

▲ユーモアに富んだ語り口で講演する
　新妻先生

▲２人の講演に熱心に聞き入る参加者

▲男女共同参画について職場における事例を
　交えながら講演する加藤さん

▲４班のグループに分かれ、活発に意見交換

広報ゆりほんじょう ４

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道（
日
沿
道
）

の
（
仮
称
）
本
荘
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

岩
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
建
設
中
の

二
古
ト
ン
ネ
ル
内
で
六
月
二
十
八
日
、
同

ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

貫
通
式
に
は
、
国
や
県
、
市
、
地
元
自

治
会
、
工
事
関
係
者
ら
約
百
五
十
人
が
出

席
。
は
じ
め
に
柳
田
市
長
や
秋
田
河
川
国

道
事
務
所
の
川
原
俊
太
郎
所
長
な
ど
関
係

者
五
人
が
貫
通
掘
削
機
械
の
作
動
ボ
タ
ン

を
押
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
貫
通
さ
せ
、
出
席

者
が
万
歳
三
唱
を
し
て
貫
通
を
お
祝
い
。

続
い
て
事
業
者
を
代
表
し
て
川
原
所
長
が

「
工
事
着
工
か
ら
一
年
九
カ
月
の
歳
月
を

経
て
、
本
荘
岩
城
間
の
二
古
ト
ン
ネ
ル
が

貫
通
し
、
最
大
の
難
関
を
突
破
し
た
。
今

後
も
無
事
故
で
完
成
に
全
力
を
期
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
工
事
報

告
の
後
、
柳
田
市
長
や
川
原
所
長
、
地

元
自
治
会
の
代
表
者
な
ど
十
人
が
貫
通

点
で
握
手
。
そ
の
後
、
会
場
の
ト
ン
ネ

ル
内
で
は
樽
み
こ
し
が
繰
り
出
し
て
鏡

開
き
が
行
わ
れ
る
な
ど
終
始
祝
賀
ム
ー

ド
の
な
か
、
出
席
者
全
員
で
ト
ン
ネ
ル

の
貫
通
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。

　

二
古
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
千
四
百
十
七

�
で
、
幅
員
九
・
五�
の
片
側
一
車
線
。

日
沿
道
本
荘
岩
城
間
（
延
長
約
二
十
一

�
�
）
に
あ
り
、
国
の
新
直
轄
方
式
を

採
用
し
た
無
料
の
高
速
道
路
と
し
て
平

成
十
九
年
度
開
通
を
目
指
し
、
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
派
の
枠
を
超
え
、
議
員
一
丸
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
�
三
十

人
の
議
員
全
員
が
会
員
に
名
を
連
ね
た

「
由
利
本
荘
市
産
業
活
性
化
議
員
連
盟
」、

「
由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連

盟
」、「
由
利
本
荘
市
観
光
振
興
議
員
連
盟
」

の
三
つ
の
議
員
連
盟
が
、
六
月
定
例
議
会

閉
会
後
の
二
十
三
日
、
合
同
で
設
立
総
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
設
立
発
起
人
を
代
表
し
て

村
上
亨
議
員
が
「
こ
れ
ま
で
会
派
の
枠
を

超
え
て
協
議
を
重
ね
、
今
日
の
設
立
に

至
っ
た
。
新
し
い
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
柳
田
市
長
も
「
議
員
の
皆
さ
ん
が

一
丸
と
な
っ
て
立
ち
あ
が
っ
て
く
れ
た
こ

と
は
、市
に
と
っ
て
大
変
頼
も
し
い
こ
と
」

と
、
歓
迎
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
産
業
活
性
化
議
員
連
盟
」
は
、
景
気

低
迷
の
中
で
苦
境
に
立
つ
農
水
産
業
や
商

工
業
の
現
状
を
把
握
し
、
振
興
策
の
研
究

や
関
係
機
関
へ
の
提
言
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
一
層
地
域
産
業
の
振
興
、
活
性

化
を
図
る
の
が
目
的
。「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議

員
連
盟
」
は
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
、

心
身
両
面
の
健
康
の
保
持
増
進
や
、
活
力

あ
る
健
全
な
社
会
の
形
成
に
も
貢
献
す
る

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
一
層
推
進
し
て
い
く

た
め
の
基
盤
の
整
備
・
充
実
を
目
指
し
、

ま
た
「
観
光
振
興
議
員
連
盟
」
は
、
環
鳥

海
の
自
然
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
育
ん

で
き
た
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

各
産
業
分
野
と
の
連
携
を
促
し
、
市
の
観

光
の
魅
力
づ
く
り
を
議
員
挙
げ
て
取
り
組

も
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

総
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
約
や
事
業

計
画
、
予
算
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
新
た
な
応
援
団
が

誕
生
し
ま
し
た
。

堀削機械の作動ボタンを押してトンネルを貫通させる出席者

満場一致で案件を承認



６ 広報ゆりほんじょう 

　
老
人
保
健
と
国
民
健
康
保
険
に
は
、
入

院
時
の
医
療
費
や
食
事
代
の
負
担
を
軽
く

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
七
十
歳
以
上
で
住
民
税
非
課
税
の
方
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
、
七
十
歳
未
満
で
住
民
税
非
課
税

の
方
は
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食

事
代
や
医
療
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
入
院

の
前
に
市
役
所
に
申
請
し
て
減
額
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
通
常
は
一
食
あ
た
り
二
百
六
十
円
を
支

払
う
と
こ
ろ
を
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
所
得
と
入
院
日
数
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
へ

提
示
す
る
こ
と
で
一
食
あ
た
り
の
支
払
額

が
百
円
〜
二
百
十
円
に
な
り
ま
す
。（
別
表

①
参
照
） 

 

 

　
七
十
歳
以
上
の
方
は
、
一
カ
月
に
支
払

う
自
己
負
担
額
に
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と
な

り
ま
す
。 

　
自
己
負
担
限
度
額
（
別
表
②
参
照
）
は

所
得
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ
た
分
は
、
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
あ
と
で
払
い
戻
し
さ
れ

ま
す
。 

※
老
人
保
健
に
加
入
し
て
い
る
方
は
一
度 

申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
高
額
医
療
費

の
該
当
に
な
っ
た
と
き
に
自
動
的
に
払
い

戻
し
さ
れ
ま
す
。 

 

①
保
険
証
②
老
人
医
療
受
給
者
証
（
老
人

保
健
該
当
者
の
み
）
③
入
院
時
の
領
収
書

（
申
請
日
よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
年
以
内

に
入
院
し
た
こ
と
が
あ
る
方
） 

 

　
有
効
期
間
は
、
八
月
一
日
以
降
の
申
請

月
の
初
日
か
ら
翌
年
の
七
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。
毎
年
八
月
に
更
新
の
手
続
き
が 

必
要
で
す
。 

 

　
す
で
に
支
払
い
を
し
た
食
事
代
に
つ
い

て
は
申
請
に
よ
り
差
額
を
お
返
し
し
ま
す
。 

　
申
請
に
は
、
①
保
険
証
②
老
人
医
療
受

給
者
証
（
老
人
保
健
該
当
者
の
み
）
③
入

院
時
の
領
収
書
④
印
鑑
⑤
老
人
保
健
の
方

は
本
人
名
義
の
通
帳
、
国
民
健
康
保
険
の

方
は
世
帯
主
名
義
の
通
帳（
郵
便
局
以
外
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

７ 広報ゆりほんじょう 

　
対
象
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、
前
年
の

所
得
を
基
に
判
定
し
て
い
ま
す
。
所
得
は

毎
年
変
わ
る
た
め
、
負
担
割
合
の
判
定
は

毎
年
行
わ
れ
ま
す
。 

　
老
人
保
健
に
該
当
す
る
方
が
判
定
の
結

果
、
負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

七
月
末
ま
で
に
新
し
い
負
担
割
合
が
記
載

さ
れ
た
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
を
お
送

り
し
ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
が
送
付
さ

れ
た
方
は
、
旧
証
を
市
役
所
市
民
生
活
課

に
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
総

合
支
所
市
民
課
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
全
員
に
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
七
月
末
ま
で
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
期
限
の
切
れ
た
旧
証
は
ハ
サ
ミ

な
ど
で
裁
断
の
う
え
、
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
定
以
上
所
得
者
に
該
当
す
る
方
は
、

課
税
所
得
が
百
四
十
五
万
円
以
上
あ
る
方

と
そ
の
世
帯
に
属
す
る
七
十
歳
以
上
の
方

で
す
。 

　
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
方
が
複
数
い

る
世
帯
で
年
収
の
合
計
が
五
百
二
十
万
円

（
単
身
世
帯
の
場
合
は
三
百
八
十
三
万
円
）

未
満
の
場
合
は
、
届
け
出
を
す
る
と
一
割

負
担
に
な
り
ま
す
。 

※
年
収
が
、
複
数
世
帯
の
方
で
五
百
二
十

万
円
以
上
六
百
二
十
一
万
円
未
満
、
ま
た

は
単
身
世
帯
で
三
百
八
十
三
万
円
以
上
四

百
八
十
四
万
円
未
満
の
場
合
は
医
療
費
の

限
度
額
が
「
一
般
」
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。 

※
自
己
負
担
割
合
が
二
割
の
方
は
、
平
成

十
八
年
十
月
一
日
か
ら
負
担
割
合
が
三
割

に
な
り
ま
す
。 

　
同
一
世
帯
で
新
た
に
七
十
歳
以
上
に
な

っ
た
方
が
い
る
場
合
、
七
十
歳
以
上
の
方

の
転
入
・
転
出
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
所

得
更
正
な
ど
に
よ
り
所
得
が
変
わ
っ
た
場

合
な
ど
は
、
自
己
負
担
割
合
が
年
度
の
途

中
で
変
更
に
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
の

老
人
保
健 

国
民
健
康
保
険 

と 
◆
入
院
時
の
医
療
費
と 

　
　
　
　
　
　
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す 

健康な生活を送るために… 

老人保健該当者（昭和７年９月30日以前に生まれた方） 
国民健康保険加入者（老人保健該当者以外の方） 

対 象 

減
額
認
定
と
は 

＆ 

◆
減
額
認
定
証
っ
て
な
に
？ 

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
は
？ 

◆
す
で
に
支
払
っ
た
食
事
代
は
？ 

◆
有
効
期
限
は
？ 

・
食
事
代
が
減
額
に 

 

・
医
療
費
も
減
額
に 

◆
　
月
　
日
に
自
己
負
担
割
合
の
更
新
を
行
い
ま
す 

8

1
自
己
負
担
割
合
の
変
更
者
に
は 

　
月
末
ま
で
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付 

7

自
己
負
担
割
合
が 

  

　 

割
（
一
定
以
上
所
得
者
）に 

　    

該
当
す
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す 

2

年
度
の
途
中
で
自
己
負
担
割
合
が 

　
　 

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

問い合わせ先 

市　役　所  市民生活課 

矢　島 総合支所 市民課 

岩　城 総合支所 市民課 

由　利 総合支所 市民課 

大　内 総合支所 市民課 

東由利 総合支所 市民課 

西　目 総合支所 市民課 

鳥　海 総合支所 市民課 

24 ―６２４４・６２４５ 

55 ―４９５９ 

73 ―２０１２ 

53 ―２１１３ 

65 ―２２１５ 

69 ―２１１７ 

33 ―４６１３ 

57 ―３５０３ 

※1／

※2／

老人保健該当者は世帯員全員が、それ
以外の国保加入者は同世帯の国保加入
者全員が住民税非課税の世帯の方
老人保健該当者は世帯員全員が、それ
以外の国保加入者は同世帯の国保加入
者全員が住民税非課税で、かつすべて
の所得が０円となる世帯の方
〈年収例〉単身世帯で年金収入のみの方
　　　　の場合80万円以下

区分

 一般、一定以上所得者

入院が90日まで

過去１年間の入院日数

が90日を超える

住民税非課税世帯

70歳以上で非課税

70歳以上で非課税

（※1）

（※2）

限度額

2 6 0円

2 1 0円

1 6 0円

1 0 0円

別表①

入院時の食事代 １食あたりの限度額 

I I

I

区分

一定以上

所得者

72,300円（医療費が361,500円を
超えた場合は、その超えた分の１％
を加算）※4回目以降は40,200円。

非課税

一般

外来（個人単位） 入院＋外来（世帯単位）

40 , 2 0 0円

12 , 0 0 0円 40 , 2 0 0円

24 , 6 0 0円

15 , 0 0 0円
8 , 0 0 0円

別表②

医療費の1カ月あたりの限度額 

I I

非課税 I
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　由利本荘地区少年保護育成委員（小松文夫会長）

の渡部整さん（前郷）がこのほど、少年の非行防止

および健全育成に顕著な功績があった方に警察庁長

官・�全国少年補導員協会会長より贈られる「少年

補導栄誉銅章」を受賞されました。

　渡部さんは、３７年の長きにわたり少年保護育成委

員を務められ、この間街頭補導活動や街頭キャン

ペーンなど、地域に密着した活動を積極的に推進し

てきた功績が認められました。

▲「立志のことば」を発表する鈴木さん

　

昭
和
四
十
一
年
か
ら
続
く
西
目
中
学
校

（
柏
原
正
人
校
長
）
の
伝
統
行
事
「
少
年

式
」
が
六
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
、
二
年

生
五
十
六
人
が
立
志
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

少
年
式
は
、
生
徒
自
身
が
将
来
の
夢
や

目
的
を
自
覚
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
く
志
を
立
て
る
場
と

し
て
、
昔
の
元
服
の
年
齢
に
あ
た
る
二
年

生
の
時
に
、
同
中
学
校
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
。
式
で
は
、
二
年
Ｂ
組
の
鈴
木

盡
さ
ん
が
「
立
志
の
こ
と
ば
」
を
発
表
。

鈴
木
さ
ん
は
「
何
ご
と
に
も
中
途
半
端
で

終
わ
ら
な
い
人
に
な
り
た
い
。
今
は
、
生

徒
会
の
仕
事
と
勉
強
を
両
立
し
て
頑
張
り

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
年
Ａ
組
の
梶
原
裕
作
さ
ん
と

Ｂ
組
の
佐
藤
知
美
さ
ん
が
「
将
来
の
夢
」

を
発
表
し
、
梶
原
さ
ん
は
「
将
来
は
新
聞

記
者
に
な
り
た
い
。
夢
に
向
か
っ
て
い
く

に
は
苦
し
い
こ
と
、
困
難
な
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
が
、
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
佐
藤
さ
ん
は
「
雑
誌
の
編

集
者
に
な
り
た
い
。
様
々
な
経
験
が
必
要

に
な
る
と
思
う
の
で
、
今
で
き
る
こ
と
を

一
生
懸
命
や
り
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

式
の
あ
と
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、

に
か
ほ
市
で
超
神
ネ
イ
ガ
ー
を
企
画
・
運

営
す
る
海
老
名
保
さ
ん
が
「
転
ん
で
も
つ

か
め
る
夢
」
と
題
し
て
講
演
。
超
神
ネ
イ

ガ
ー
も
登
場
し
、
生
徒
た
ち
を
激
励
し
ま

し
た
。

▲
超
神
ネ
イ
ガ
ー

も
激
励　
　

▲大きな石碑を見上げる参加者　　　　　　　

広報ゆりほんじょう ８

　
　
「
鳥
海
山 
麓 
地
区
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ろ
く

協
会
」（
佐
藤
清
圓
会
長
）
が
設
立
さ
れ
、

六
月
二
十
八
日
鳥
海
山 
麓 
地
区
総
合
案
内

ろ
く

所
を
会
場
に
、
初
め
て
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
鳥
海
山
麓
地
区
の
豊
か
な

自
然
景
勝
地
や
歴
史
・
伝
統
文
化
の
保

存
・
伝
承
を
図
り
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源

を
活
用
し
て
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
創
造
す

る
こ
と
が
目
的
。
主
な
活
動
と
し
て
、
地

域
資
源
の
見
直
し
や
掘
り
起
こ
し
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
鳥
海
山
麓
総
合
案
内
所
を
拠
点
と

し
た
情
報
の
発
信
や
案
内
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
は
現
在
三
十
三
人
で
す
が
、
組
織

の
充
実
を
図
る
た
め
、
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
矢
島
総

　

合
支
所
産
業
課
（�
　
�
４
９
５
６
）

５５

　本荘公園内にあるたくさんの石碑

や記念碑の由来、建立にまつわるエ

ピソードなどを聴きながら、郷土の

歴史に理解を深める本荘公園の石碑

探訪会が７月１日、行われました。

　修身館の歴史講座として開催され

た探訪会では、郷土史研究家の作佐

部直さん（市教育委員会）が、建立

された時代背景などを交えて解説。

参加者たちは、幕末期の本荘藩きっ

ての儒学者をたたえる「皆川宗海翁

之碑」や、俳句の上達を願って俳聖

を祭った「芭蕉翁之碑」、満州開拓

へ勇躍したものの敗戦で苦汁の帰郷

となった「満州開拓の碑」などを巡

り、身近にありながら気付かずにい

る、１つ１つの石碑の持つ歴史の重

さに魅了されていました。

　ラン科の山野草・ウチョウラ

ンの展示会が、６月３０日から７

月２日まで本荘文化会館で行わ

れ、訪れた多くの人が 可  憐 な花
か れん

の姿を楽しみました。

　この展示会は、ウチョウラン

愛好会が主催したもので、例年

開花を迎えるこの時期に開催さ

れ、今年で６回目を迎えます。

　ウチョウランは、小型野生 蘭 
らん

の中でも魅力ある花のひとつと

して人気が高く、近年では人工

交配の進歩により種類も豊富に

見られるようになりました。比

較的育てやすい花であることか

ら、愛好家も年々増加していま

す。

　展示会では、丹精込めて育て

られた約３５０鉢のウチョウラン

が見事に咲きそろい、可憐なな

かにも気品ある姿を披露してい

ました。



　
七
月
六
日
を
皮
切
り
に
、
今
年
度
の
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
地
域
の
方
を
対

象
に
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
住
民
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
東
由
利
地
域

の
住
吉
館
で
は
、
黒
渕
・
田
代
地
区
の
住

民
が
参
加
し
、
整
備
計
画
の
概
要
や
整
備

後
の
利
便
性
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン

タ
ー
職
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。 

　
始
め
に
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が「
整
備
が
進

む
と
テ
レ
ビ
が
見
に
く
い
な
ど
の
問
題
が

解
消
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ
Ｓ

放
送
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
に
密
着
し
た
ニ
ュ
ー
ス
や
音
声

告
知
放
送
に
よ
る
緊
急
の
お
知
ら
せ
、
二

十
四
時
間
見
ら
れ
る
天
気
予
報
な
ど
、
生

活
に
役
立
つ
情
報
や
映
像
を
手
軽
に
楽
し

め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
常
時
接
続
で
定

額
、
安
定
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
利
用
で
き
る
。

ぜ
ひ
加
入
し
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
な
か

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
説
明
。
参
加
者

か
ら
は
「
個
人
の
負
担
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
か
」
「
い
つ
ご
ろ
か
ら
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
か
」
「
音
声
告
知
放
送

の
利
用
に
は
料
金
が
か
か
る
の
か
」
な
ど

の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
整
備

の
進
展
に
伴
い
、
順
次
説
明
会
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

情
報
局

情
報
局 

情
報
局

情
報
局 

情
報
局 
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﹇
平
成
十
八
年
度
事
業
の
進
め
方
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
説
明
し
ま
す
﹈ 

いわもと会館 

高城センター 

冨田会館 

二古会館 

高畑会館 

上新谷地区集会施設 

自然休養村センター 

7月下旬の説明会日程 岩城地域 

19日（水） 

20日（木） 

21日（金） 

22日（土） 

24日（月） 

25日（火） 

26日（水） 

期　日 会　　場 時間 

午
後
７
時
〜

 

◆
現
地
調
査
に
つ
い
て 

　
六
月
下
旬
か
ら
設
計
請
負
業
者
（
　
日

本
農
村
情
報
シ
ス
テ
ム
協
会
）
が
各
地
域

の
電
力
柱
や
、
建
物
調
査
を
開
始
し
て
い

ま
す
。 

　
今
年
度
整
備
地
域
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
基
本
と
な
る
調
査
を
終
了
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
十
九
〜
二
十
年
度
整
備
予
定
の

各
地
域
・
地
区
に
つ
い
て
は
、
十
月
以
降

に
現
地
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。 

◆
住
民
説
明
会
に
つ
い
て 

　
七
月
六
日
か
ら
、
今
年
度
の
施
設
整
備

地
域
の
方
を
対
象
に
、
住
民
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
（
上
段
参
照
）
。 

　
ま
た
、
平
成
十
九
〜
二
十
年
度
の
工
事

地
域
に
つ
い
て
も
、
十
月
以
降
に
地
区
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
各

総
合
支
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
の
上
、

最
寄
り
の
会
場
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。 

◆
施
設
整
備
工
事
に
つ
い
て 

　
九
月
の
工
事
着
手
（
予
定
）
と
と
も
に
、

光
ケ
ー
ブ
ル
や
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
架
線
工

事
、
増
幅
器
の
取
り
付
け
や
電
源
工
事
、

機
器
調
整
作
業
な
ど
を
行
い
、
加
入
者
宅

の
軒
下
付
近
へ
設
置
す
る
保
安
器
ま
で
の

引
き
込
み
線
工
事
や
、
音
声
告
知
端
末
受

信
機
を
設
置
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
加
入
者
側
で
宅
内
配
線
の
接

続
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
（
宅
内
工
事

は
、
加
入
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
）、
三

月
下
旬
ま
で
映
像
や
音
声
の
確
認
作
業
を

行
い
ま
す
。 

◆
加
入
申
請
に
つ
い
て 

　
今
年
度
整
備
地
域
の
方
に
は
、
お
盆
ご

ろ
に
加
入
申
請
書
と
口
座
振
替
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
加
入
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
地
域
の
総
合
支
所
振
興
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
有
料
番
組
の
希
望
も
受
け
付
け
ま
す
。 

◆
大
内
地
域
に
つ
い
て 

　
既
設
の
光
ケ
ー
ブ
ル
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
の
撤
去
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
現
在
お
使
い
の
音
声
告
知
端
末

受
信
機
を
Ｉ
Ｐ
電
話
機
能
を
備
え
た
音
声

告
知
端
末
受
信
機
に
交
換
す
る
た
め
、
宅

内
の
配
線
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
事
業
の
進
ち
ょ
く
に
合
わ
せ
、

作
業
内
容
や
工
事
時
期
な
ど
を
皆
様
に
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（社） 

h
ttp
://
w
w
w
.on
t.n
e.jp
/

ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は
… 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー（
　
　
―
３
７
２
２
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
… ６５ 

始まりました !始まりました !始まりました !
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○夏の子ども読書のつどい「おはなし劇場」

▽とき…８月５日�　午後２時　

▽ところ…本荘図書館　児童閲覧室

▽内容…楽しい音楽会、紙芝居、人形劇など

▽対象…幼児～小学生
○図書館講座「文学散歩」

▽とき…９月２９日�　午前９時出発

▽内容…作家・森敦「月山」の舞台を訪ねて
　　湯殿山注連寺、森敦文庫（鶴岡市）

▽参加費…１人２，０００円（昼食代、拝観料）

▽募集人員…３８人（先着順）

▽問い合わせ先…本荘図書館（�２２－４９００）

◆図書案内
　◎本荘図書館　�２２－４９００
・栄光なき凱旋　上・下　　　　真保　裕一
・団塊ひとりぼっち　　　　　　山口　文憲
・シェイクスピアの男と女　　　河合祥一郎
・　全国ホテルオールガイド０６－０７年版　山と渓谷社
・　写真絵本国境なき医師団１～６　国境なき医師団日本
・こんにちはおてがみです　　　中川李枝子
・シリーズ憲法９条　第１巻～第３巻
　　　　　　　　　　　　歴史教育者協議会

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
・帝都衛星軌道　　　　　　　　島田　荘司
・押入れのちよ　　　　　　　　荻原　　浩
・塾前ごはん塾後ごはん　　　　森野眞由美
・おいしいおやつがまってるよ　門間　みか
・名将　佐竹義宣　　　　　　　南原　幹雄
・黒い朝、白い夜　　　　　　　岩井志麻子
・余命　　　　　　　　　　　　谷村　志穂
・旅のいろ　　　　　　　　　　北方　謙三
・川に死体のある風景　　　　　歌野　晶午
・　風に舞いあがるビニールシート　森　　絵都

　◎由利図書館　�５３－２１２１
・　草を編む－谷川栄子の野山を編む－　谷川　栄子
・田園クラフト－村から届いた手作りノート－
　　　　　　　　　　　　　　　遠藤　凌子
・　自然を楽しむ　ワイルドクラフト　岩澤　　亮
・　「反日」を拒絶できる日本　　 渡部　昇一
・人生の価値について　　　　　西尾　幹二
・この国のけじめ　　　　　　　藤原　正彦
・　脳年齢が１０歳若くなる新しい朝の習慣術　米山　公啓
・　ダ･ヴィンチ･コード最終解読　皆神龍太郎
・浮かれ黄蝶　　　　　　　　　平岩　弓枝
・イルカ　　　　　　　　　よしもとばなな
・愛のあとにくるもの　　　　　辻　　仁成
・愛のあとにくるもの　　　　　孔　　枝泳
・棄霊島　上・下　　　　　　　内田　康夫
・盾　シールド　　　　　　　　村上　　龍
・ヤンキー先生の子供がわからない親たちへ
　　　　　　　　　　　　　　　義家　弘介
・　「食」で地域探検１～６　服部　幸應・服部津貴子
・迷路の絵本　全３巻　　　香川元太郎ほか

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
試
合
の
展
開
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
野
球
と
比

べ
て
塁
間
・
投
球
距
離
が
短
く
、
そ
の
分

ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
球
速
は
大
変
早
く
感
じ
ら

れ
、（
実
際
の
球
速
は
男
子
で
時
速
約
百
二

十�
、
女
子
で
約
百�
）
走
塁
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ブ
・
シ
ュ
ー
ト
・
ド
ロ
ッ

プ
・
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
付
近
で
浮
き
上
が

る
ラ
イ
ズ
ボ
ー
ル
や
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
と

い
っ
た
、
多
彩
な
変
化
球
も
見
ど
こ
ろ
の

一
つ
で
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、

九
月
二
十
二
日�
か
ら
二
十
四
日�
、「
全

日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
日

本
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集
ま
り
ま
す
。

各
選
手
の
磨
き
上
げ
ら
れ
た
力
強
い
ピ
ッ

チ
ン
グ
に
鋭
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
華

麗
な
守
備
を
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▲

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
力
強
さ
あ
ふ
れ
る

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

■リハーサル大会会場出店業者を募集

▽設置場所と期間…
・ライフル射撃競技会場　《９月８日�～１０日�》
※ライフル射撃競技会場は県立射撃場、岩城総合体育館です。
・クレー射撃競技会場　《９月１５日�～１８日�》
・ソフトボール競技会場　《９月２２日�～２４日�》
※ソフトボール競技会場は、由利本荘市ソフトボール場、矢
　島多目的運動広場、由利運動公園ソフトボール場です。
・銃剣道競技会場《９月２４日�》
・サッカー競技会場　《１０月１４日�、１５日�、１７日�》

▽出店規模など…屋外で１店舗当たり１テント（２間×３間）
　　で販売品目、出店資格等の制限があります。電源なし。

▽出店準備…テント、テーブル類は出店者が準備

▽出店申し込み締め切り…８月１１日�　午後５時

▽申し込み・問い合わせ先…〒０１５－００７４　由利本荘市桜小路
　　１－５　秋田わか杉国体由利本荘市実行委員会事務局
　　　（�２４－４５５５）



　
初
夏
の
風
が
さ
わ
や
か
に
吹
き
抜
け
た
六
月
。�

　
衣
替
え
し
た
生
徒
た
ち
が
ま
ち
を
夏
色
に
染

め
、
梅
雨
の
訪
れ
に
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
る
こ
の
時
期
、
市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
私
た
ち
の
く
ら
し
を
彩
り
ま
し
た
。�

　
今
号
で
は
、
そ
ん
な
六
月
の
各
地
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
す
。�
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グ
ラ
フ 

● 

ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う 

―
―
―
―
― 

６
月�

写真で綴る　初夏の風さわやかな季節�

　待ちに待った日本海沿
岸東北自動車道の二古ト
ンネルが貫通し、地元と
しても大変喜ばしく思い
ます。�
　引き続き道路が利用で
きるような一層の高速交
通体系の整備や、高速道
路開通に伴う産業の発展
にも期待しています。�

二古トンネル貫通 大変喜ばしい�

　田口  弘美さん�
二古自治会�

　「少年式」を迎えて、
「相手の気持ちを考えら
れる人になりたい」とい
う気持ちが、より明確に
なりました。�
　将来は保育士か料理関
係の職業に就きたいので、
今はいろいろな経験をし
て、今後に生かせるよう
に頑張りたいです。�

相手の気持ちを考えられる人に�

　齋藤  真美さん�
西目中学校２年�

　丁岳と鳥海山の山開き
に参加しました。雨も降
らず、どちらもちょうど
いい感じで、気持ちよく
登ることができました。�
　「みんなと一緒に頂上
へ行くぞ」と、いつもそ
んな思いで参加し、無事
に登った後の達成感に浸
っています。�

登った後の達成感は最高です�

　須田  敦子さん�
東由利蔵�

　今年は合併２年目、ま
た第２１回目の菖蒲カーニ
バルとして、音と映像を
交えたカーニバルを企画
し、皆さんに喜んでいた
だけるよう考えています。
また、踊り手参加者１,０００
人を目指していますので、
皆さんぜひ、参加してく
ださい。�

菖蒲カーニバルで踊りましょう！�

　工藤  和徳さん�
菖蒲カーニバル�
実行委員長�

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

○72人が百宅登山口から頂上を目指した鳥海山夏山開き（18日）��
○岩城芸術文化協会創立30周年記念として行われた「川村泉舞踊団バレエ公演」（25日）��
○４地区（矢島・由利・西目・鳥海）保育園親子交流会「わんぱく広場」（25日／矢島地域）��
○創立80周年の招待試合で、矢島高校バスケットボール部が能代工業高校と対戦（10日）��
○由利地域敬老会では、約300人が楽しいひとときを過ごしました（22日）��
○本荘幼稚園の子どもたちが柳田市長に花束のプレゼント（13日）�
○青空のもと約1,200人が汗を流した東由利スポーツ祭（25日）��
○市内外からの参加者が矢島茶会でお点前を堪能（25日／金嶺山龍源寺）��
○着々と進む工事を目の当たりにした高速道路孔雀館トンネル見学会（20日／西目地域）��
○力走に会場が沸いた第60回本荘由利小学校陸上競技大会（3日／水林陸上競技場）��
○どの枝を切ろうかな？―さつき整形講習会（11日／市営さつきセンター）�

つづ�

１�

２�

３�

４�
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事
業
系
ご
み
処
理
の
お
願
い

①
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て

　

市
条
例
に
よ
り
、
事
業
系
ご
み
は

事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
す
る

こ
と
や
減
量
化
に
努
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
系
ご
み
と
は
、
店
舗
、
会
社
、

事
務
所
な
ど
事
業
活
動
か
ら
出
る
家

庭
ご
み
以
外
の
ご
み
の
こ
と
で
、
自

分
で
処
理
施
設
へ
搬
入
す
る
か
、
市

か
ら
許
可
を
受
け
た
業
者
へ
依
頼
し

処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
市
の
許
可
業
者

　

一
般
ご
み
の
収
集
運
搬
、
処
分
に

は
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、

地
域
（
各
総
合
支
所
）
ご
と
に
業
者

を
指
定
し
許
可
し
て
い
ま
す
。
許
可

業
者
以
外
に
依
頼
す
る
と
罰
則
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
生
活
環
境

　

課　
（�
　
　�
　
６
２
５
３
）
ま
た
は

２４

　

各
総
合
支
所
市
民
課

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
か
ら

お
知
ら
せ

　

混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
お
盆
期

間
（
８
月
９
日
〜　

日
）
の
指
定
券

２０

申
し
込
み
（
乗
車
日
の
１
カ
月
前
か

ら
可
能
）
を
７
月　

日�
ま
で
午
前

２０

６
時
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
電

話
で
の
予
約
も
で
き
ま
す
が
、
窓
口

が
優
先
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
盆

期
間
中
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘

　

駅
「
み
ど
り
の
窓
口
」（�
　
　�
　
２２

　

０
２
２
１
）

　

仁
賀
保
本
荘
道
路
建
設
工
事
に
伴

う
水
道
管
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
通
り
抜
け
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
う
回
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
工
事
期
間　

７
月
下
旬
か
ら　

月
１２

　

下
旬
ま
で

▽
工
事
場
所　

市
船
岡
字
大
堤
地
内

　
　
（
子
吉
浄
水
場
付
近
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
ガ
ス
水
道
局

　

水
道
課
（�
　
　�
　
２
３
２
６
）

２２

　

水
稲
の
病
害
虫
を
駆
除
す
る
た
め
、

次
の
日
程
で
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
ラ
ジ
コ
ン
）

な
ど
に
よ
る
農
薬
散
布
を
実
施
し
ま

す
。
ほ
場
近
辺
の
皆
さ
ん
は
、
危
被

害
の
未
然
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
散
布
日
程

・
本
荘
地
域
（
８
月
１
日�
〜
３
日

　
�
、
８
月　

日�
〜　

日�
）

１２

１４

・
矢
島
地
域
（
７
月　

日�
〜　

日

２５

２９

　
�
、
８
月
８
日�
〜　

日�
、
８

１２

　

月　

日�
〜　

日�
）

２０

２５

・
岩
城
地
域
（
８
月　

日�
）

１０

・
由
利
地
域
（
８
月　

日�
〜　

日�
）

１０

１６

・
大
内
地
域
（
８
月
３
日�
、　

日�
）

１６

・
東
由
利
地
域
（
７
月　

日�
〜　

２３

２７

　

日�
、
８
月　

日�
〜　

日�
）

１０

１４

・
西
目
地
域
（
８
月
３
日�
、　

日�
）

１５

・
鳥
海
地
域
（
８
月　

日�
）

２２

▽
散
布
予
定
時
間　

午
前
５
時
こ
ろ

　

〜　

時
こ
ろ

１１

※
雨
天
な
ど
に
よ
り
散
布
日
を
変
更

し
た
場
合
は
広
報
車
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
ご
留
意
く
だ
さ
い

・
散
布
は
水
田
の
み
に
行
い
ま
す
が
、

　

風
の
影
響
で
飛
散
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
水
田
に
隣
接
す
る
住
宅

　

で
は
窓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

・
近
く
で
散
布
し
て
い
る
時
は
な
る

　

べ
く
戸
外
に
出
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

特
に
乳
幼
児
や
ア
レ
ル
ギ
ー
症
の

　

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
農
薬
が
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
野

　

菜
な
ど
は
洗
っ
て
か
ら
食
べ
る
よ

　

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
散
布
区
域
内
や
周
辺
の
自
動
車
な

　

ど
を
車
庫
に
入
れ
る
か
シ
ー
ト
な

　

ど
で
覆
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自

　

動
車
な
ど
に
農
薬
が
か
か
っ
た
場

　

合
は
、
す
ぐ
に
水
洗
い
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
病
害
虫
防
除

　

協
議
会
（
市
農
業
水
産
課
内�
　
２４

　
　�
　
６
３
５
３
）
ま
た
は
各
総
合
支

　

所
産
業
課
、
由
利
農
業
共
済
組
合

　
　
（�
　
　�
　
３
３
０
１
）、
Ｊ
Ａ
秋

２４

　

田
し
ん
せ
い
各
支
店
営
農
資
材
課

　

由
利
本
荘
警
察
署
長
か
ら
６
月
１

日
に
、
高
齢
者
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
齋
藤
栄
子
さ
ん
と
武
田

明
日
香
さ
ん
の
２
人
が
委
嘱
さ
れ
、

「
家
庭
訪
問
」
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
た
際
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署
（�
　
　�
　
４
１
１
１
）

２３

　

事
業
認
可
に
伴
う
関
係
図
書
の
縦

覧
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▽
都
市
計
画
の
種
類

　

都
市
計
画
道
路　

３
・
４
・　

号
１６

　

大
町
銀
座
通
線

▽
縦
覧
場
所　

市
都
市
計
画
課
（
市

　

役
所
３
階
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
都
市
計
画
課

　
　
（�
　
　�
　
６
３
３
２
）

２４

水
道
工
事
に
ご
協
力
を　

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
か
ら　

お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　

由
利
本
荘
警
察
署　
　
　

高
齢
者
交
通
安
全　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱　
　

人の動き　　　　
　（６月末日現在・住民基本台帳）
人　口　　　８９，９７６人　
　男　　　　４３，１２９人　
　女　　　　４６，８４７人　
世帯数　　２９，９１８世帯

事
業
系
ご
み
処
理
の
お
願
い

至
船
岡�

船
岡
こ
道
橋�

至西目� 至国道108号�主要地方道　本荘西目線�

至
由
利
原�

工事箇所�

子吉浄水場子吉浄水場�子吉浄水場�

Ｎ�

都
市
計
画
事
業
図
書
の　

縦
覧
を
し
て
い
ま
す　
　

航
空
防
除
の
危
被
害
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い　
　
　
　

広報ゆりほんじょう １４

 　平成１９年度採用予定の職員を募集します。

▽採用予定職種および人員
①一般行政職…上級・中級・初級のうちから１０人
②一般技術職（建築）…上級・中級・初級のうちから
　１人
③一般技術職（土木）…上級・中級・初級のうちから
　１人

▽受験資格
・一般行政職上級および一般技術職上級…昭和５２年４
　月２日から昭和６０年４月１日までに生まれた人
・一般行政職中級および一般技術職中級…昭和５４年４
　月２日から昭和６２年４月１日までに生まれた人で、
　大学を卒業または卒業見込みの人を除く。
・一般行政職初級および一般技術職初級…昭和５６年４
　月２日から平成元年４月１日までに生まれた人で、
　大学、短期大学等を卒業または卒業見込みの人を除
　く。

▽第１次試験日　９月１７日�

▽試験会場　本荘由利広域交流センター

▽受験申込書の請求　７月２４日�から８月２２日�まで
　　市総務部職員課へ
※郵便で請求する場合は、「職員採用試験申込書請求」
と朱書し、１４０円切手とあて先を明記したものを同封す
ること。

▽申込締切　８月２２日�（当日消印有効）

▽受験申込・問い合わせ先　市総務部職員課（〒０１５－
　　８５０１　由利本荘市尾崎１７・�２４－６２１６）
※受験申込書は、本荘総合支所を除く各総合支所振興
課でもお求めになれます。
※試験案内の概要は、由利本荘市ホームページ
（http://www.city.yurihonjo.akita.jp）でもご覧になれま
す。電子メールによる受験申込書の請求は受け付けて
おりません。

◆由利本荘市職員

◆由利本荘市消防職員

 　平成１９年度採用予定の消防職員を募集します。

▽区分　消防職

▽採用予定人員　上級・中級・初級合わせて８人

▽受験資格
・上級…昭和５２年４月２日から昭和６０年４月１日まで
　に生まれた人
・中級…昭和５４年４月２日から昭和６２年４月１日まで
　に生まれた人で、大学を卒業または卒業見込みの人
　を除く
・初級…昭和５６年４月２日から平成元年４月１日まで
　に生まれた人で、大学、短期大学等を卒業または卒
　業見込みの人を除く

▽第１次試験日　９月１７日�

▽試験会場　秋田経済法科大学（秋田市）

▽受験申込書の請求　８月２日�から２３日�まで市消
　　防本部総務課または本荘消防署・矢島消防署へ
※郵便による請求の場合は、「職員採用試験申込書請求
（上級、中級、初級の試験区分を明記）」と朱書きし、
あて先を明記して１４０円切手を貼った返信用封筒（Ａ
４）を同封すること。

▽申込締切　８月２３日�（当日必着）

▽申し込み・問い合わせ先　市消防本部総務課（〒０１５
　　－０８７１　由利本荘市尾崎１７・�２２－４２８２）
※試験案内の概要は、由利本荘市ホームページ
（http://www.city.yurihonjo.akita.jp）でもご覧になれま
す。

　県では、犯罪の起こりにくいまちづくり、災害の予
防や訓練などの対策を進めるために地域住民団体が行
う「安全・安心まちづくり」活動に対して、助成金を
交付しています。

▽対象団体…町内会、ＰＴＡ、老人クラブ、ボランティ
　　ア団体、ＮＰＯなど

▽対象となる活動内容…安全パトロールや防犯教室な
　　どの防犯活動で、子どもの見守り活動（特に小学
　　生下校時の見守り活動）が主活動となるもの

▽活動の時期…４月１日から来年２月末日まで

▽助成額…助成額の上限は８万円

▽申請方法…市生活環境課や各総合支所市民課に備え
　　付けの申請書で、県県民文化政策課安全・安心ま
　　ちづくりチームに郵送か持参により申請ください

▽申請期限…７月２４日�消印有効

▽問い合わせ先…秋田県県民文化政策課安全・安心ま
　　ちづくりチーム（〒０１０－８５７０　秋田市山王４－１
　　－２　総合庁舎４階・�０１８－８６０－１５２２）

安全・安心まちづくり活動に助成金を交付します安全・安心まちづくり活動に助成金を交付します

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす市職員・市消防職員を募集します
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▽
と
き　

７
月　

日�
　

午
前
８
時

２２

　
　

分
〜
午
後
１
時

３０
▽
と
こ
ろ　

広
域
由
利
家
畜
市
場

▽
内
容　

畜
産
農
家
が
手
塩
に
育
て

　

た
牛
約　

頭
が
出
陳
予
定
の
ほ
か
、

１３０

　

秋
田
由
利
牛
特
売
会
、
乳
搾
り
体

　

験
、
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
、
堆
肥

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

　

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
農
業
水
産
課

　
　
（�
　
　�
　
６
３
５
４
）

２４

▽
と
き　

７
月　

日�
　

午
前　

時

２４

１０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
在
住
で　

歳
以
上
の
人

５８

▽
年
会
費　

３
千
円

※
登
録
の
際
は
、
預
金
通
帳
（
秋
田

銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し

ん
せ
い
）
の
番
号
を
控
え
て
き
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（�
　
　�
　
２４

　

５
１
１
１
）

▽
と
き　

８
月
１
日�
　

午
後
１
時

　
　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

に
か
ほ
市
総
合
福
祉
交

　

流
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

▽
内
容　

講
演
「
み
ん
な
で
防
ご

　

う
！
う
つ
病
と
自
殺
」（
講
師
…
金

　

病
院　

圓
谷
智
夫
医
師
）、　
活
動

　

紹
介
（
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト
由
利
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
地
域
振
興

　

局
企
画
福
祉
課
（�
　
　�
　
４
１
２

２２

　

０
）

小
型
船
舶
免
許
操
縦
者
法

無
料
説
明
会

　

小
型
船
舶
免
許
操
縦
者
法
に
基
づ

く
遵
守
事
項
や
試
験
に
関
す
る
無
料

説
明
会
（
要
申
込
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
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７
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午
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時

３０

１０

　

〜　

時　

分

１１

３０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７
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日�
ま
で
マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
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ス
教
育
セ
ン
タ
ー
（�
０
２
３
４

　
　�
　　
　�
　
１
７
３
０
）

３５

　

秋
田
労
働
局
な
ど
県
内
の
厚
生
労

働
省
労
働
関
係
団
体
が
取
り
扱
う
助

成
金
の
説
明
会
・
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
企
業
の
実
務
者
、
経
営
者
な

ど
多
数
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
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７
月　
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午
後
１
時

１８

　
　

分
〜
４
時　

分

１５

３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

雇

　

用
・
能
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開
発
機
構
秋
田
セ
ン

　

タ
ー
雇
用
管
理
係
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０
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８　�
　

　

８
３
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３
１
８
１
）

▽
と
き　

８
月
７
日�
〜　

日�
１０

▽
と
こ
ろ　

岩
城
少
年
自
然
の
家

▽
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象　

小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３

　

年
生
ま
で
の　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
参
加
料　

１
万
円

▽
内
容　

カ
ヌ
ー
体
験
、
手
作
り
流

　

し
そ
う
め
ん
、
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト

▽
申
し
込
み
・
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７
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ま
で
岩
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の
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家
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　�
　
２
０
１
１
）

７４

▽
と
き
・
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ろ　

　

７
月　

日�
　

午
後
１
時
〜
３
時

２７

　

／
西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」

　

７
月　

日�
　

午
前　

時
〜
正
午

２８

１０

　

／
大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

８
月
３
日�
　

午
後
１
時
〜
３
時

　

／
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

２７

　

や
来
春
高
校
、
大
学
等
卒
業
予
定

　

者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
な
ど

▽
説
明
内
容　

防
衛
医
科
大
学
校
、

　

防
衛
大
学
校
、
看
護
学
生
、
航
空

　

学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候

　

補
士
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
募
集

　

事
務
所
（�
　
　�
　
３
４
７
９
）

２２

う
つ
・
自
殺
予
防
講
座　

小
型
船
舶
免
許
操
縦
者
法

無
料
説
明
会　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　
「
会
員
登
録
説
明
会
」
開
催

第
９
回
由
利
畜
産
共
進
会

　現在お持ちの福祉医療受給者証
の有効期限が７月末で切れる方に
は、８月１日�から使用する福祉医
療受給者証を、７月末までにご自宅
へ郵送します。期限が切れた受給者
証についてはハサミなどで裁断の
うえ破棄していただき、誤って医療
機関へ提示することのないようお
願いします。
※その年の１月１日現在で、由利本
　荘市にお住まいだった方は、自動
　更新になります。
※由利本荘市において所得額など
　が分からない方（市外から転入さ
　れた方など）は、８月１日以前に
　助成を受けられていた方であっ
　ても、更新のための再申請が必要
　になります。
※窓口で更新手続きが必要になる
　方には、事前にお知らせしますの
　で、必要書類をご持参のうえ、市
　役所市民生活課、または各総合支
　所市民課で申請をしてください。

▽問い合わせ先　市民生活課老保・
　福祉医療班（�２４－６２４４）

咽頭結膜熱（プール熱）に
ご注意ください

　今年は、 咽頭 結膜熱（プール熱）
いんとう

が過去１０年の同時期に比べ最も多
く発生しています。咽頭結膜熱の感
染経路は通常、 飛  沫 感染ですが、

ひ まつ

プールを介して流行することも多
く、次のことに注意して予防に努め
ましょう。

▽予防方法
　①流水と石けんによる手洗い、う
　　がいの励行
　②タオルなどの共用を避ける
　③プール前後のシャワーの励行
　　や洗眼、プールの環境衛生管理
　　を徹底する

▽主な症状　
　３９度前後の発熱、咽頭痛、結膜炎

▽問い合わせ先　由利本荘保健所
　健康予防課（�２２－４１２２）、また
　は市健康管理課（�２２－１８３４）

厚
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－今年度から自動更新、　　
　　　７月末まで自宅郵送－

福祉医療受給者証を福祉医療受給者証を
　　　　　更新します更新します
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市
で
は
、
由
利
組
合
病
院
跡
地
に

建
設
す
る
施
設
の
基
本
設
計
を
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
委
託
業
者

を
選
定
し
ま
す
。
応
募
期
間
は
７
月

　

日�
〜
８
月
１
日�
ま
で
。
詳
細

１８は
市
都
市
計
画
課
（�
　
　�
　
６
３
３

２４

２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

次
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅　

　

本
荘
地
域
２
戸
（
松
涛
・
砂
子
下
）

　

岩
城
地
域
１
戸
（
愛
宕
）

　

由
利
地
域
２
戸
（
滝
沢
舘
）

　

鳥
海
地
域
１
戸
（
下
野
）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

岩
城
地
域
２
戸
（
田
町
）

▽
公
共
住
宅

　

東
由
利
地
域
１
戸
（
吉
野
）

▽
申
込
期
限　

７
月　

日�
２５

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

　

は
市
都
市
計
画
課
（�
　
　�
　
６
３
３

２４

　

４
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
へ
。

　

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
平
成　

年
度
お
よ
び　

年
度
に

１８

１９

開
設
を
希
望
さ
れ
る
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
応
募
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合

介
護
保
険
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.chokai.ne.jp/honyuko/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
広
域

　

市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課
（�

　
　
　�
　
３
３
４
７
）

２４

　

知
事
と
率
直
に
意
見
交
換
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ト
ー
ク
参
加
者
や
傍

聴
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
と
き　

８
月　

日�
　

午
前　

時

１７

１０

　

〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

本
荘
公
園
本
丸
の
館

▽
内
容　

テ
ー
マ
「
地
域
住
民
が
よ

　

り
主
体
的
・
自
主
的
に
元
気
な
地

　

域
を
つ
く
る
た
め
に
」、
ト
ー
ク
参

　

加
者
の
定
員
は
８
人

▽
申
し
込
み
先　

８
月
３
日�
ま
で

　

由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課

　
　
（�
　
　�
　
５
４
３
２
）

２２

由
利
組
合
病
院
跡
地
整
備

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
し
ま
す　
　
　
　
　

▽
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月　

日

２２

２４

　
�▽

募
集
人
員　

若
干
名

▽
条
件　

満　

歳
以
上
（
高
校
生
不

１８

　

可
）
で
健
康
な
方
。
土
日
も
出
勤

　

で
き
る
方

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７

　

月　

日�
ま
で
履
歴
書
を
持
参
の

１９

　

上
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（�
　
２４

　
　�
　
６
２
８
７
）
へ

※
事
前
に
講
習
会
が
あ
り
ま
す
。

▽
と
き　

８
月
２
日�

▽
と
こ
ろ　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動

　

車
道
現
場
、
白
雪
川
砂
防
工
事
現
場

▽
募
集
人
員　
　

人
（
小
学
校
以
上

１００

　

・
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

▽
申
し
込
み
先　

７
月　

日�
ま
で

２２

　

由
利
地
域
振
興
局
企
画
道
路
課

　
　
（�
　
　�
　
５
４
３
６
）

２２

▽
と
き　

８
月
１
日�
　

午
前　

時
１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

矢
島
福
祉
会
館

▽
相
談
内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
ご
と
（
土
地
・
建
物
の
権
利
、

　

家
族
）、
子
ど
も
の
人
権
（
い
じ
め
、

　

不
登
校
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
人
権
擁
護

　

委
員
協
議
会（�
　
　�
　
１
２
０
０
）

２２

　

大
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る

交
通
安
全
の
体
験
発
表
や
県
警
察
音

楽
隊
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な

ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

８
月
１
日�
　

午
後
１
時

　
　

分
〜

３０
▽
と
こ
ろ　

本
荘
文
化
会
館

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
生
活
環
境
課

　
　
（�
　
　�
　
６
２
５
４
）

２４

　

固
定
資
産
税
第
２
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
１
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）
は
７
月　

日�
で
す
。

３１

金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た
は
市
役
所
市

金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
納
付
の
方
は
、
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課
（�

　
　
　�
　
６
２
５
６
）

２４

市
営
住
宅
入
居
者
募
集　

暮らしのお知らせ

知
事
と
語
ろ
う　
　
　
　

元
気
な
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク

市
税
の
期
限
内
納
付
に　

ご
協
力
く
だ
さ
い　
　
　

　

▽
北
都
銀
行
七
星
会

（
冨
岡
行
介
会
長
）
よ
り

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て

西
目
小
学
校
に
図
書
カ
ー
ド　

万
円

１０

分
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
由
利
地
域
鮎
川
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん　

人
が
６
月　

日
と　

２５

１０

１１

日
、
旧
鮎
川
小
学
校
の
校
庭
の
樹
木

の
せ
ん
定
や
草
刈
り
作
業
を
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険　
　
　
　
　
　
　

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

事
業
予
定
者
を
募
集　
　
　

本
荘
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

公
共
事
業
現
場
見
学
会　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

第
２
回
由
利
本
荘
市　
　

交
通
安
全
市
民
大
会
に　

ご
参
加
く
だ
さ
い　
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日本海洋上花火大会／道川海水浴場�

　７月２９日（土）　午後７時３０分～��
　　　　　　　　　　　 （イベントは午後６時から）�
　「日本の花火１００選」となった大会で、打ち上げ数は
約５０００発。大玉は洋上の台船から、スターマインなどは�
波打ち際から打ち上げる。特別企画の「メモリアルメッ
セージ花火」を「愛・笑顔・感謝」の３部構成で実施。�
▽問い合わせ先　市観光協会岩城支部（岩城総合支所産
�業課内）1７３－２０１４�
                                                                             ��

やしま夏まつり／やしまふれあい公園�

　７月２９日（土）　午後８時３０分～ �
　　　　　　　　　　　（イベントは正午から）�
　「Mt鳥海バイシクルクラシック」の前夜祭のフィナ
ーレとして約２００発を打ち上げ。フリーマーケット、前
ノ沢太鼓＆矢島朱舞琉共演、ホットラインライブ、歌真
呂ものまね、大抽選会など、にぎやかな催しが続々。�
▽問い合わせ先　市商工会矢島支所　1５６－２２０６��

芋川まつり／徳沢橋周辺�

　７月３０日（日）午後８時～��
 　　　　　　　　　　（イベントは午後１時から）��
　母なる川・芋川に親しむイベントのハイライト。打ち�
上げ数は約２５００発。午後２時から生バンド演奏、投網
実演、５時からカラオケ大会、６時からは演芸会。�
▽問い合わせ先　市観光協会大内支部（大内総合支所産
�業課内）1６５－２２１６�

本荘川まつり花火大会／友水公園（アクアパル前）�

　８月５日(土)　午後７時３０分～��
　水中花火やナイアガラ、灯籠流しなどの趣向をこらし�
た、市内最大の花火大会。打ち上げ数は約６０００発。桟敷�
席（１マス５千円）で見る光の大輪は迫力満点。今年も�
「メッセージ花火」（５０字以内、１万円で受け付け中）な�
ど、多彩な演出を予定。羽後本荘駅前午後６時３０分発、�
会場午後９時３０分発の臨時バスも運行される。�
　※ 荒天の場合は翌６日に順延。��
▽問い合わせ先　市観光協会本荘支部（本荘総合支所産
�業課内）1２４－６３４９�

由利高原まつり／南由利原高原青少年旅行村�

　８月６日(日)　午後８時～��
　高原音楽祭の「キム・ヨンジャ野外コンサート」（午
後６時３０分～）に続く、華やかな音と光の宴。打ち上げ
数は約１０００発。イベントは午前１０時から由利牛フェア、
１０時３０分からビアガーデン、午後５時から唄と踊りの
祭典など。�
▽問い合わせ先　市観光協会由利支部（由利総合支所産
�業課内）1５３－２１１４�

涼感たっぷりに繰り広げられる音と光の競演を涼感たっぷりに繰り広げられる音と光の競演を�
お誘い会わせのうえ、お楽しみください。お誘い会わせのうえ、お楽しみください。�

打ち上げのスケジュールは、次のとおりです。打ち上げのスケジュールは、次のとおりです。�

涼感たっぷりに繰り広げられる音と光の競演を�
お誘い会わせのうえ、お楽しみください。�

打ち上げのスケジュールは、次のとおりです。�
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日
本
建
築
学
会
は
今
年
創
立
百

二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
記

念
事
業
と
し
て
、「
美
し
い
ま
ち

を
つ
く
る
、
む
ら
を
つ
く
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

（
提
案
競
技
）
や
各
種
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
き
ま
す
。

　

東
北
支
部
で
は
、
本
市
東
鮎
川

地
区
周
辺
を
対
象
に
「
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
、
む
ら
づ
く
り
」
に

つ
い
て
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
、
市
の
共
催
に
よ
り
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
「
由
利
本
荘
市
の
魅
力

　

と
美
し
さ
」
〜
市
内
の
歴
史
や

　

文
化
、
自
然
に
根
ざ
し
た
美
し

　

い
風
景
や
ま
ち
な
み
〜

▽
募
集
期
間　

九
月
一
日�
〜

　

九
月
二
十
日�

▽
応
募
資
格　

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
作
品　

未
発
表
の
も
の
で
写
真

　

サ
イ
ズ
は
Ａ
３
判
以
内
と
し
、

　

写
真
の
タ
イ
ト
ル
、
そ
の
写
真

　

へ
の
あ
な
た
の
思
い
を
書
い
た

　

コ
メ
ン
ト
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号

　

を
別
紙
（
様
式
自
由
）
に
記
入

　

の
う
え
添
付
し
、
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。
写
真
の
裏
面
に
も
タ

　

イ
ト
ル
と
氏
名
を
記
載
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▽
提
出
先　

市
企
画
調
整
課
ま
で

　

持
参
（
平
日
九
時
〜
午
後
五
時

　

ま
で
）、
ま
た
は
郵
送
・
宅
配

　

便
（
当
日
消
印
有
効
）
に
よ
り

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
〒　
�０１５

　

８
５
０
１
由
利
本
荘
市
尾
崎　
１７

　

番
地
）

▽
賞　

最
優
秀
賞
一
点
（
賞
状
、

　

図
書
カ
ー
ド
一
万
円
、記
念
品
）、

　

優
秀
賞
二
点（
賞
状
、図
書
カ
ー

　

ド
五
千
円
、
記
念
品
）、
入
賞

　

五
点
（
賞
状
、
図
書
カ
ー
ド
二

　

千
円
、
記
念
品
）

▽
発
表　

十
月
上
旬
こ
ろ
（
入
賞

　

者
に
通
知
し
ま
す
。）

▽
著
作
権
な
ど　

作
品
に
関
す
る

　

著
作
権
は
応
募
者
に
帰
属
し
ま

　

す
が
、
主
催
者
は
作
品
の
公
表

　

な
ど
を
す
る
権
利
を
無
料
で
使

　

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

　

し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

作
品
の
返
却
を
希
望

　

す
る
方
は
、
提
出
の
際
に
そ
の

　

旨
を
記
載
し
、
十
一
月
二
十
日

　

以
後
企
画
調
整
課
に
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。
な
お
、
十
一
月
二
十

　

日
か
ら
二
カ
月
経
過
後
は
処
分

　

い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整

　

課
（�
　
�
６
２
２
６
）

２４

　
　
「
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を
主
催

す
る
由
利
本
荘
青
年
会
議
所
主
催

で
は
、
広
く
市
の
皆
さ
ん
に
、
踊

り
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

▽
駒
澤
大
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
パ

　

レ
ー
ド　

午
後
三
時
四
十
五

　

分
〜
（
市
役
所
前�
本
荘
駅
前

　

通
り
）、
ド
リ
ル
演
奏
／
四
時

　

二
十
分
〜
、
六
時
三
十
分
〜

▽
ヤ
ー
ト
セ
交
流
会　

四
時
五
十

　

五
分
〜
、
七
時
五
十
五
分
〜

▽
超
神
ネ
イ
ガ
ー
・
シ
ョ
ー　

六

　

時
〜

▽
踊
り
（
由
利
本
荘
菖
蒲
音
頭
、

　

新
本
荘
追
分
）　　

七
時
五
分
〜

　

パ
レ
ー
ド
通
過
時
の
市
役
所�

本
荘
駅
前
通
り
、
会
場
と
な
る
本

荘
駅
前
通
り
な
ど
で
は
交
通
規
制

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
青

　

年
会
議
所
（�
　
�
４
９
４
０
）

２２

　

民
謡
は
日
本
固
有
の
音
楽
の
原

点
。
今
年
も
次
の
日
程
で
「
本
荘

追
分
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
と
き　

八
月
十
九
日�
、
二
十

　

日�
▽
と
こ
ろ　

本
荘
文
化
会
館

▽
入
場
料　

当
日
券
六
百
円
、
二

　

日
間
共
通
券
一
千
円

▽
入
場
券
販
売
所　

市
商
工
会
・

　

同
各
支
所
、
本
荘
文
化
会
館

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会

　
　
（�
　
�
８
６
８
６
）　

２３

～由利本荘市の魅力と美しさ～～由利本荘市の魅力と美しさ～「写真コンクール」「写真コンクール」を行いますを行います

８
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
す�

「
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
」

民
謡
王
国
・
秋
田
の
至
宝

『
本
荘
追
分
全
国
大
会
』
あ
り
ま
す

■アクアジョイ（水中運動）教室

▽と　き　７月１９日�～８月３０日�
　　　　　毎週水曜日 午後１時３０分～３時

▽参加費　一回　２００円（プール使用料）

▽対　象　中・高齢者（膝痛、腰痛に効果的です）
■アクアビクス教室

▽と　き　７月２１日�～８月２５日�
　　　　　毎週金曜日　午後７時～８時

▽参加費　一回　２５０円（プール使用料）
　※上記両教室とも定員は先着３０人。

■健康づくり教室「まめでスクール」

▽と　き　毎週火曜日　午後１時３０分～３時３０分

▽参加費　無料

▽対　象　おおむね４０歳以上の人

▽内　容　ストレッチ、柔軟体操、自重負荷運動など
■健康づくり教室「ウェルネスクラブ」にご参加を

▽と　き　毎週金曜日 午後７時～９時

▽参加費　無料　　 ▽対　象　一般成人

▽内　容　ストレッチ、柔軟体操、自重負荷運動などを
　　１時間、軽スポーツを１時間行います。
　　いずれも会場はＢ＆Ｇ由利海洋センター。詳しくは、
　　電話などでお問い合わせください。

Ｂ＆Ｇ由利海洋センター　�５３－３１６６地
域
情
報
コ
ー
ナ
ー

由 利 地 域由 利 地 域
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■フィットネスジム登録講習会△

と　き　７月２６日�　午後６時△

ところ　アクアパル△

定　員　２５人（先着順）※事前にアクアパルへお申し
　　込みを。△

年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
■夏休みじゃぶじゃぶ体験
　　「子吉川の生きものを調べてみよう�」△

と　き　７月２９日�　午前８時３０分～午後２時
　　　（小雨決行、悪天候の場合は中止）△

ところ　アクアパル集合。子吉川の２カ所で生きもの
　　の観察△

対　象　小学生（３年生以下は保護者同伴）△

定　員　５０人（定員になり次第締め切り）△

申し込み先　７月２１日�まで、アクアパルへ
■夏休み貝殻細工教室にご参加を △

と　き　７月３０日�
　　１回目／午前９時～正午、２回目／午後１時～４時△

ところ　アクアパル△

内　容　貝殻や木の実を使ったキーホルダー、薄板材
　　　　　を使ったマットやコースター作り△

対　象　小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）△

定　員　各回とも６０人（定員になり次第締め切り）△

参加料　３００円（材料代）△

持ち物　はさみ、和紙や包装紙など△

申し込み先　７月２６日�まで、アクアパルへ
■９月１０日（日）は子吉川が熱い！
　　「子吉川レガッタ２００６」出漕クルーを募集します△

と　き　９月１０日�　午前８時
　　〈悪天候の時は１８日（月・祝日）に順延〉△

ところ　アクアパル前子吉川ボート場△

種　目　成年男子・女子、壮年男子・女子、中学男子・
　　女子（各種目ともナックルフォア５００�）△

資　格　市民または市内の事業所に勤務する人、県立
　　大学生（ただし、中学・高校ボート部員およびＯ
　　Ｂ、日本ボート協会選手登録選手の参加は認めません）△

出漕料　６，０００円（保険料込み）中学の部は無料△

申し込み先　所定の申込書に出漕料を添え、８月１６日
　　�まで、レガッタ実行委員会事務局（アクアパル内
　　�２２－５６１１）へ
　※練習期間は特に設けません。大会間近になると練習
　が込み合い、ボート使用の予約がとれないことがあり
　ますので、早い時期からの練習をお勧めします。

■ナックルフォアボートを貸し出しします△

時　間　午前９時～午後６時（日没まで）△

対　象　市民クルー、競技団体△

使用料　一般６３０円、学生３１５円（４時間・税込）△

申し込み・問い合わせ先　アクアパル
　※ボートを使用するには、団体登録が必要です。

アクアパル　�２２－５６１１

７月２３日(日)は ｢子吉川フェア｣へ！

ボランティアスタッフ、同時募集！　お申し込みはアクアパルへ

本 荘 地 域本 荘 地 域

■「グリーン・ツーリズム」農業体験参加者を募集
　東由利グリーン・ツーリズム研究会の主催により、
「じゃがいも掘り体験」を開催します。掘ったじゃがい
もはそのままお持ち帰りできます。お誘い合わせのうえ、
多数のご参加をお願いします。△

と　き　８月６日�　午前１０時３０分～午後２時△

ところ　東由利老方字寺田△

参加費　大人２，０００円、子供１，５００円（小学生以上）
　※昼食代、黄桜温泉「湯楽里」入浴券を含む。△

用意していただくもの
　　帽子、長靴、軍手、ビニール袋など△

申込方法　東由利総合支所産業課窓口に備え付けの申
　　込書に必要事項を記入し、７月２８日�までにお申し
　　込みください。
　※先着１００名様限り。当日午前１０時３０分までに、東由利
　総合支所前へ集合してください。雨天の場合は、別メ
　ニューの農業体験に変わります。

産業課　�６９－２１１６

東由利地域東由利地域

■筋力トレーニング教室のご案内
▽と　き　平成１９年２月まで（毎月１回）

　　　　　午後３時～５時まで

▽ところ　市総合体育館　トレーニングルーム

▽参加料　初回のみ１，５００円　　 ▽定　員　先着２０人

▽指導者　市総合体育館　トレーナー
　※運動できる服装、上履き、タオルなどのご準備を。
■Ｂ＆Ｇ大内海洋センターオープン中！

▽プール利用時間（９月中旬ころまで）　　午前（１０時～
　　正午）、午後（午後１時～５時）、夜間（午後６～９
　　時）の３部制　※小中学生の利用には、保護者また
　　は成人指導者の同伴が必要です。

▽問い合わせ先　Ｂ＆Ｇ大内海洋センター（�６５－
　　３５８３）
■『おはなしのへや』開催
　毎月第４土曜日におはなしのへやを開いています。

▽と　き　７月２２日�　午前１０時３０分～

▽ところ　出羽伝承館（児童図書コーナー）

▽問い合わせ先　出羽伝承館（�６２－０５０５）
　※読み聞かせボランティア会員も募集中です。

生涯学習課　�６５－２２１０

７月３０日(日)は ｢芋川まつり｣へ！
（詳しくは１８ページに）

大 内 地 域大 内 地 域
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■西目文化講演会△

と　き　８月３日�　午後７時△

ところ　西目公民館「シーガル」△

演題・講師
　　　「夢に向かって�」
　　�日本サッカー協会
　　アンバサダー　永島昭浩さん△

入場料　一般５００円、高校生以下は無料
■西目公民館「シーガル」休館のお知らせ
　全館ワックス清掃のため、休館いたします。△
期　日　７月２４日�　終日

生涯学習課　�３３－２３１５

■第１６回「夏のおさらい会」へ
　矢島おどりの会の皆さんによる「夏のおさらい会」を
開催します。
　お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。△

と　き　７月２３日�　午後１時開演　△

ところ　寿康苑
■健康相談日　７月１８日（火）
　　（新荘方面の送迎バスの日です）

■公共施設休館日（７月下旬）△

青少年ホーム…
　２３日�、日曜・祝日の夜間（午後５時～）△

日　新　館…１６日�　　

△

福祉会館…２３日�△

寿　康　苑…１６日�・２４日�

寿康苑　�５６－２９４０

■ＩＴ講習会を開催
　パソコンの初心者を対象に、エクセル（表計算）や
ワード（文章作成）、インターネット、メールの初歩的な
操作を学ぶ講座です。お気軽にご参加ください。△

と　き　平日コース…７月２６日�～２８日�
　　　　　午後１時～午後４時
　　　　　日曜１日コース…７月３０日�
　　　　　午前９時～午後４時△

ところ　岩城図書館（ウェーブ岩城内） 視聴覚室△

対　象　２０歳以上で、岩城地域内在住の人△

受講料　無　料△

定　員　各コース　先着１０人

岩城図書館（ウェーブ岩城内）　�７３－３６１２

矢 島 地 域矢 島 地 域

岩 城 地 域岩 城 地 域

西 目 地 域西 目 地 域

生涯学習課　�５６－２２０３ 福祉会館　�５６－２２０５

■「住みよい町づくりは心の健康づくりから」
　自殺予防研修会を開催します
　鳥海地域の健康課題の一つに自殺の多さがあげられて
おり、今年度から「自殺予防対策モデル普及啓発推進事
業」に取り組むことになりました。自殺の問題について
地域みんなで考えるための「研修会」を開催します。△
と　き　７月２１日�　午前１０時～正午△
ところ　紫水館　　

△

対　象　どなたでも参加できます△

講　師　青森精神保健福祉センター所長　渡邊直樹さん

■「鳥海地域クリーンアップ」へご参加を
　ふるさとの環境美化意識を高め、社会奉仕にかかわる
体験活動を通して地域と積極的に交流するため、鳥海地
域の小・中学生が地域の人たちと一緒になってクリーン
アップ活動を行います。多数のご参加をお願いします。△

と　き　７月２１日�　午後２時ころ（約１時間）△

ところ ･内容　鳥海地域の各小 ･中学校学区内の道路
　　や公共施設周辺などの空き缶やゴミ拾い△

問い合わせ先　川内小学校（�５７－２００４）、直根小学
　　校（�５８－２３２０）、笹子小学校（�５９－２２３４）

福祉保健課　�５７－３５０１

教育事務所　�５７－３５０６

■旧鮎川小「夏休み交流会」のご案内
　平成１６年３月末で閉校になった旧鮎川小学校を会場に、
夏休み交流イベントが開催されます。昔懐かしい木造校
舎を体感してください。△

と　き　７月２９日�～３０日�　午前１０時～午後４時△

ところ　旧鮎川小学校（南福田）△

内　容　＊遊びの広場（２９・３０日）
　　　　　　　（鉄道模型、キャラクター玩具展示）
　　　　　＊絵画（水彩）教室（２９・３０日）
　　　　　＊講演会（３０日　午後１時～２時）
　　　　　　　「英国を走る蒸気機関車１００路線」
　　　　　　　講師　日本写真家協会会員　岩間　敏さん
　　　　　＊夏休みミニコンサート（体育館）
　　　　　　　（３０日　午後２時３０分～４時
　　　　　　　ピアノ、トロンボーン演奏、合唱ほか）
　※市内外の音楽関係者が、多数出演します。
　※スリッパなど、内履きを持参してください。

振興課　�５３－２１１２

７月２９日(土)は｢鳥寿苑夏まつり｣��
午後５時３０分～出店、６時～踊り（朋扇流芙美栄会）
午後７時～民謡（梅若麻貴子と鳥海芸能座）　　　　

※問い合わせ先　鳥寿苑（�５７－２５００）

由 利 地 域由 利 地 域

鳥 海 地 域鳥 海 地 域
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おくやみ申し上げます

〈６月１６日～７月１日受付分〉
入　西　一　夫さん（７１歳）一番堰
猪　股　カ　ノさん（１００歳）給人町
小　松　カツミさん（９０歳）万願寺
植　村　　　元さん（５０歳）石脇
�　田　�　三さん（７５歳）松ヶ崎
阿　部　兼　喜さん（５７歳）葛法
佐　藤　和　夫さん（８３歳）東町
�　野　米　七さん（７４歳）川口　
佐　藤　フ　ミさん（８１歳）石脇
富　田　ヲノヱさん（９０歳）石脇
畑　澤　�　雄さん（５９歳）表尾崎町
齋　藤　良　子さん（５５歳）大鍬町
佐　藤　ムツヨさん（８１歳）滝ノ沢
作佐部　ツネヨさん（１０１歳）石脇
熊　谷　キ　ヨさん（８１歳）水林
佐　藤　シケコさん（７７歳）二番堰
荘　司　チサコさん（８３歳）船岡
浅　利　茂　子さん（７１歳）石脇
小　野　信　雄さん（８３歳）西梵天　
三　浦　キ　ヤさん（８５歳）矢島町川辺
土　田　太　郎さん（７９歳）矢島町元町
茂　木　ツ　ギさん（７３歳）矢島町坂之下
堀　井　フクヨさん（８１歳）岩城勝手
佐々木　カ　ネさん（９０歳）岩城勝手
三　浦　久美子さん（６１歳）岩城君ヶ野
�　野　せ　つさん（７６歳）岩城道川
鎌　田　哲　郎さん（７５歳）岩城下蛇田
田　口　チ　ヱさん（８４歳）岩城内道川
山　中　脩　一さん（８６歳）岩城滝俣
佐々木　佐市郎さん（８２歳）岩城勝手
三　浦　勝太郎さん（８７歳）大水口
小笠原　玲　子さん（７０歳）北福田
堀　　　キツヨさん（８６歳）岩谷町
小　松　正　市さん（８５歳）中田代
佐々木　　　秀さん（７６歳）新沢
長谷部　篤太郎さん（８４歳）加賀沢
佐々木　　　稔さん（６８歳）岩谷町
佐々木　盛　一さん（８２歳）平岫
渡　辺　ヤ　ヱさん（８３歳）東由利田代
斎　藤　正　男さん（６８歳）西目町西目
三　船　浜　子さん（４６歳）鳥海町小川
真　坂　コミヱさん（９３歳）鳥海町下直根
柴　田　モ　ヨさん（８９歳）鳥海町栗沢

〈６月１６日～７月１日受付分〉

鷹　嶋　しおんちゃん（　剛　さん）薬師堂

佐　藤　 良 　 太 ちゃん（　守　さん）石脇
りょう た

酒　井　 翔 　 成 ちゃん（茂　治さん）川口
しょう せい

佐々木　 颯 　 菜 ちゃん（忠　平さん）石脇
そう な

佐　藤　 徳 　 真 ちゃん（正　徳さん）東梵天
とく ま

�　橋　 歩 　 夢 ちゃん（和　弘さん）万願寺
あゆ む

川　辺　 雄 　 大 ちゃん（克　己さん）川口
ゆう だい

川　辺　 光 　 大 ちゃん（克　己さん）川口
こう だい

打　矢　 友 　 菜 ちゃん（洋　樹さん）石脇
ゆ な

齊　藤　 岳 　 央 ちゃん（光　博さん）美倉町
たけ ひろ

塩　谷　 航 　 平 ちゃん（　寛　さん）小人町
こう へい

佐　藤　 燈 　 色 ちゃん（正　広さん）大浦
ひ いろ

鈴　木　 煌 　 也 ちゃん（　徹　さん）田町
こう や

熊　谷　 遥 　 香 ちゃん（　強　さん）薬師堂
はる か

渡　部　 麻 　 央 ちゃん（　勲　さん）石脇
ま お

佐々木　 千 　 夏 ちゃん（啓　之さん）土谷
ち なつ

小　松　 彩 　 乃 ちゃん（　順　さん）藤崎
あや の

大　滝　　　 叶 ちゃん（　学　さん）水林
きょう

土　田　 剛 　 士 ちゃん（真　澄さん）矢島町荒沢
たけ し

佐々木　 愛 　 夏 ちゃん（直　也さん）五十土
あい な

齊　藤　 颯 　 来 ちゃん（信　二さん）中館
そ ら

木　内　ひよりちゃん（祐　治さん）西目町沼田

眞　坂　 東 　 空 ちゃん（東　栄さん）鳥海町猿倉
とう くう

（　）は保護者

※「おくやみ」「お誕生」に掲載を希望される方は、
市民生活課または各総合支所市民課、出張所窓口へお
申し出ください。

■訂正・おわび
　７月１号広報２３�の「おくやみ」の中で、岩城勝手
の吉野次夫さんは「古野次夫さん」の誤りでした。訂
正し、お詫びいたします。

■親子自然観察会
　　「象潟海岸・磯の生き物の観察」
　　（見て、触れて、味わう　楽しい体験学習）

▽とき…７月３０日�　午前１０時～午後２時

▽ところ…道の駅象潟「ねむの丘」裏磯浜
※道の駅駐車場（足湯温泉脇）集合

▽対象…小学生とその保護者２５組

▽持ち物…昼食、筆記用具等

▽指導者…自然観察指導員

▽申し込み・お問い合わせ…阿部さん（�２３－２５８０）
■新井英一ライブＩＮ願永寺

▽とき…７月３１日�　午後６時開場　６時３０分開演

▽ところ…石脇　願永寺本堂

▽入場料…前売り３，０００円　当日３，５００円

▽お問い合わせ…石崎さん（�２２－１４３３）
■夏休み子ども将棋大会

▽とき…８月５日�　午前９時～正午終了予定

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽部門…小学生低学年の部、高学年の部、中学生の部

▽参加費…無料
※当日申し込みもできます。

▽申し込み・お問い合わせ…鈴木さん（�２４－２０３０）
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真
を
広
報
に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

広
報
広
聴
課
で
は
、
子
ど
も
の
笑
顔
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
…
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市

　

内
在
住
に
限
る
）

■
内
容
…
①
写
真
一
枚
②
ひ
と
こ
と
コ
メ

　

ン
ト
③
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

　

生
年
月
日
・
住
所
④
○
○
さ
ん
ち
の
○

　

○
部
分
⑤
連
絡
先
電
話
番
号

■
申
し
込
み
…
郵
送
か
メ
ー
ル
で
広
報

　

広
聴
課
へ
（
あ
て
先
な
ど
は
裏
表
紙
に

　

記
載
し
て
い
ま
す
）。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
紙
面
の
都

　

合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■ゆり養護学校夏まつり

▽とき…７月２１日�　午後５時３０分～７時３０分

▽ところ…ゆり養護学校校舎前広場（雨天時：同校体
　　育館）

▽お問い合わせ…ゆり養護学校寄宿舎（�２７－２６３２）
■本荘地区保育園こどもフェスティバル
　　　　　「手をつなごう世界の子どもたち」

▽とき…７月２２日�　午前９時～１１時３０分

▽ところ…本荘文化会館・勤労青少年ホーム・本荘公民館

▽内容…《ステージ》園児の歌の発表、保育園職員の
　　ダンス、市在住外国出身者によるアジアの子ども
　　たちの歌紹介　《コーナー》出店、バザー、子育て
　　相談、給食コーナーほか
※未就園児の方の駐車場については、青少年ホーム南
側（体育館前）、秋田銀行本荘店駐車場（大町）をお借り
しています。

▽お問い合わせ…石脇北保育園（�２４－３６２２）
■由利本荘看護学校のオープンキャンパス・学校祭

▽とき…７月２２日�　午前１０時～午後４時

▽ところ…由利本荘看護学校

▽内容…ミニ講義、体験談、学校案内説明、進学個別
　　相談、ビデオ上映、学校内見学、体験コーナー
※学校祭も同時開催。屋台コーナーなど盛りだくさん。

▽お問い合わせ…由利本荘看護学校（�２２－６０３１）
■鳥海山ろく線　納涼ビール列車

▽とき…７月２２日�、８月１８日�

▽時間…羽後本荘駅　午後６時４９分発、
　　同駅午後８時４５分着

▽募集人員…４０人（最小催行人員３０人）

▽費用…３，０００円

▽申し込み…由利高原鉄道（�５６－２７３６）
■岳精流日本吟院秋田教場　昇伝審査会・研修会

▽とき…
　　審査会：７月２３日�　午後１時３０分～４時
　　研修会：７月２４日�　午前９時３０分～１１時３０分

▽ところ…由利公民館

▽聴講料…無料

▽お問い合わせ…北島さん（�５６－２２８１）
■駅前安産地蔵尊祭典

▽とき…７月２３日�　午後２時　余興：午後７時
▽ところ…本荘駅前安産地蔵尊

▽お問い合わせ…野口さん（�２２－４５０３）
■ゆかた・帯（菖蒲結び）着付無料講習会

▽とき…７月２５日�　午後１時３０分～３時３０分　
　　午後７時～８時５０分

▽ところ…鶴舞会館
※毎月第２・４火曜日にサークル活動をしています。

▽申し込み・お問い合わせ…着付サークル（昼・夜）
　　黒谷さん（�２３－７１０１）

※８月１５日号掲載希望の原稿は８月１日（火）が締め切りです。


